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バロン・ルヌワール氏を迎えて

富永惣ー

バロン・ルヌワーノレ氏は日本を心から愛し本当に日本人

を理解しているフランスの町家である。生来 温情の人

で会をつくれば会のために 友人にあえば友人のために

献身的につくすという情熱の芸術家である。フランスの

サロン・ド一トンヌの会員として すでに|円いが 単な

る会員ではなくてこの団体のために心を乙めて尽力した

功績は決して少なくない。古い歴史をもっこの団体がと

かく古きに沈み易いのを裂いて 1961年抽象美術の部屋

を開設して新鮮な気風をひき立てたのも ノてロン・ノレヌ

ワーノレ氏であったし その他イヤパー(国際美術家連盟)

の書記長をつとめ 労を惜しむことなく 懇切な世話を

つくされることは万人のひとしく認めるところである。

来日は 今回で二度目であったかと思うが その都度日

本の自然を愛しては その中から深い感動を受けとって

自己の芸術の内容を虫かにしてゆくのである。また日本

の古来の芸術の美しさには いちいちこまやかな共感を

抱いて 限りない敬意を片時も忘れなし 3。したがって

いつとなく ノレヌワール氏の芸術創造の中には 円本の

香気がしんみりとふくまれていったようである。

氏のヨミ和な感性は 日本の美しさに触れて自然に その

滋養を吸収していったとも思える。

ともかく フランス的感覚と日本的美の感性とがどのよ

うに接し どのように結んで どのように新しい芽をふ

いてゆくかわれわれも興味をもっている。今度の展覧会

がとくに日本で催され その成果を身近かに 見るとと

は大変婚しいことである。遠来の客を迎え その新しい

仕事を ゆっくり見ていただきたいと思っている。



バロン ・ ルヌワールの個展を迎えて

柳 亮

バロン・ Jレヌワーノレは アンリ・ガリ=カノレノレが 今日

の絵商!の二大路線のひとつにかぞえ μ担、念的な抽象的

自然主義"と呼んでいるフランスの抽象派の第 3 グルー

プに属する画家で Jレ・モール ヘイター コルネイユ

ジャン・クーイなどとともに パリ画LiHJ の第一線を担っ

て精力的に活躍している中堅のひとりである。

ガリニι カノレノレは このグループの芸術をとく lζ “想念的

自然主義η と呼ぶ到lco を定義して次のように言「ている

一彼らは自然や外界をインスピレーションの主たる源

泉とし 外界との接触:乙よる感覚よのさまざまな反応を

純粋 tC主観的なしかたで 作品の中へ顕現させようと望

んでいる。絞らの感覚の記憶の買に記録されたそれらの

反応は 内的な自我のふるいにかけられ純化された後
精神的な個性のチャンネルによって再現されると 。

バロン・ノレスワールは まさに その言説通りの典型的

な町家だということができる。彼は数年前lζ 日本を訪れ

この国の美しい自然の情趣をふかし心に刻んで帰った。

以来彼はその感銘の再創造を心がけ 1963年には「広重

への唄」を発表して注目されたが 彼の芸術する態度は

ζ の一事に端的にしめされているの

自然主義の名:ま冠されても モチーフを前にしてその外

観を写そうとするものではなく ただ古感の源以をそ ζ

にもとめているだけで 抽象的な 苫詰によって当世風ピ

撮られる彼の絵には 自然の視覚的な叙述はないが し

かも複雑微妙な色彩の象徴的駆使によって 彼はリリッ

クな白己の情感を伝達し 心情の微細な動きまで読みと

らせる不思議な魔術を身につけている。この作家の本質

のうちに抱かれている鋭敏な感受性と 稀に見るキメの

こまかい芸術の特質がそこに立証されていると思うので

ある。

彼は言う一一私が好むの(;j描写よりも暗示だ。ノ刊には

同じように只象と非具象の裂け自の l和でこの困難な実験

を続けている同志がすくなくとも 10人 1まいる。それが私

には殺いであるー と。

今を去る 15年前 畑眼のジャン・ブーレは 4との真主主な

制作態度lζ眼を止め “乙の青年回家は トリックや

安易さを店さの特権とせず 仕事をおろそかにせぬ画家

の一人fこと アール紙の論評の中で折紙をつけているが

ζ の易きにつかぬ態度の謙虚さと美しいものへのふかい

いたわりこそ彼の芸術の基本をなすものであり それは

また著名な旧家兼版画家として聞えたポーノレ・ノレヌワー

ルを相父にもつ彼がその r(IL統のうちに抱いている本質的

な気質でもあったのである。

バロン・ノレヌワールは 1918年 ブノレターニュのヴィトレ

で生れた。凶技を修めたのは国立高等て芸学校であるが

卒業すると間もなく第 2 次世界大戦に際会 動員されて

軍務に服し 空軍将校として 7 年間 北アフリカやアノレ

サスの戦線で青春をすごした という画家としては数寄

な経歴のもち主で この体験は彼の人間形成や芸術にと

って 小さからざる捨て石になっているように私には思

える。

精作で不屈の闘志そもち エネノレフック lζ 多方面で吊躍

をつづけている瓜在の彼の精力的な活動家としての一面

は おそらくそういう特見な人生体験によって鍛えられ

た七のであろう。また彼の芸術を特質づけている流動的

な光や大灸i( (ζ対す る人一倍鋭敏な感j，J:的反応も そうし

た彼の内的経験と無関係ではないような気がする。

彼が作家として困問 lこ踏み出したのは 40年代の末から

で 1948年 ヴェニスの市長賞を独得して脚光を浴びた

のが第一歩である。以来伎はサロン・ドオ卜ンヌ サロ

ン・ド・メエ サロン・コンパレーゾン ダール・サク

レ等各種のサロンやグループ展に参加し 個展もフラン

ス及び欧米の各地で殆んど例年のように開催して今日に

いたったのであって その聞 いくつかの受賞を重ね



その作はノT リの近代美術館をはじめフランスやアメ')カ

各地の美術館に納められて 中堅作家としての確定的な

地位を築いてきたのである。

現在彼はサロン・ドオトンスの芸術委以に」げられ戦後

ょうやく老化現象の目につきはじめた由緒ある乙のサロ

ンの体質改善lζ重要なひと役を買いιぃ世代のために道

を拓いたり ユ不スコ lζ 本部をもっ国際造形美術協会

(I.A.P.A) のフランス部の書記長として国際的な活動に

任じたり その他ステンドグラスの制作には早くから独

自の装飾的手腕を振い 現にナンシイの国立病院と国際

競技場を飾る作品の制作を続行中と聞いている。

バロン・ノレヌワールの来日は 今回は 二度凶 で 1960 

年lζニ科会と共催で東京で催されたサロン・コンパレー

ゾンのノマリ立の審査のため日本を訪れたのが品初であ

る。そのf1，j 私は初めて面識を得たのであるが 翌年の

61年 lζ は 私がパリを訪れる廻り合わせとなり アルハ

レッ卜街のアトリエへ招かれて手厚い欣符を受け 親し

くその仕事ぶりも見せてもらった。その時も 仕事がJA

うように捗とらぬのでtJ:j来上った作がなく貴方の腹J誌の

ない意見を聞けないのが残念だと言いながら 制作中の

数点を陳べて見せ 意にみたぬ個所を自分で指摘し 制

作上の悩みをいろいろと卒 [1引ζ語ってくれた。私はその

良心的な態度lζ 多大の共感をおぼえ この作家の前途lζ

残された未顕の可能性を信じて辞去したのであるが 前

述の場きにつかぬという印象はその時私の受けとった実

感であった。

こんどの来日はフォーブ60年展のフランス側を代表し事

務総長として 5 年ぶりにふたたび日本の土を踏むことに

な「たもので フォ ブ展がかくもみごとな充実した内

容のものとなり しかも地元のフランス lζ佼先して日本

でまず開催できた パリではそのため来年 1 月までも

ち乙されることになったが そのかげには事務総長と

しての彼の|猷身的尽~があった賜ものだと閣いているつ

弓うまでもなく 彼の民夫11れぬ好意1ますべて日本に対す

る愛情につながるものだが ζ の機会に 平素のじぶん

の仕事も 熱愛する日本の押さんに見てもらいたいとい

う彼の吊ー望が実現し こうして個展1m催の運びになった

乙とを私は誰れにもまして ζζ ろから )J4 び 誌して祝福

の言葉とする次第である。
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BARON -RENOU ARD 

5ept αnnées pαssées dαns le corps des Officiers 

de l' air, durant lα demière guerre, 
。nt part.icu1i鑽ement rendu BARON.RENOU ARD, 
scn~ible: �. r a tmospliゆe Jluide des r馮ions survoléesフ
vues � perte d�rizon dlt hauL de quelques milliers 

内 mètre.s rl' altitude， ω.可ouJJle el � la grandeur 
de la nαωre; sensαtions que l' on retrouverα 

dαns une oeuvre que est domin馥 pαr ce sens α19u 

de la d�ensioll cosmique、 imprégnαnム
prωque malgr� eux. ce叫 qui 0川 pratiqué ['，wiωion. 

ces caωes permeltent de mieL1 ~ saisir 

lωcαrαctéristiqu.es de l'oeuvre de cet artisle. 
cc n・f'st certe$ pω im m�.difltement qu � esl pMvenu 

å. son 仰rωion pic似.rale αctueUe， mιi.s α.près 
間e longuc évolllÛOι qui. figurative aL/ d饕u!. 

r1evill/. prOWιsswement représenta仰e de ce quc 1/,0 11-' 

nρIpelo… Ú .. No.fllralisme 1mαgifl (dre Abstra.it.'¥ 

tune des df'uX plus imporwnte.5 li{;nes de Jorces, 
αvec le “ Subconscientismeぺ
de la peinturc pOs/. . a.bstroιe Jormelle. 
En effet. 削Gα仰'.1山凡山s arω仰tμi附s必山胤tωωeωs 叩炉r均dωsυl'α伽bおω5必t仰C
d印prowぽy必èrent“t l臼αf九l，é，必ceωss叫ité de reωvenir αμSμ句l戸tωt句
� la nalure plω précおément， cJ，'o立 le terme 

de “ nαturalisme 円 qui d騁ermine exαctement 

肌e source dïnspiratio凡 spécijì.que;
soulignons qμ'il ne sラ agit nuUement d'un retour 

β La COltCf!ption clαssique， l'騅oll/tion des cinquαnte 

demi占res αnnées l'interdisαnt ， 
maお à une re-αppréhension ne po山ant se mαnifester 
que pαr le cαnal de l' "imaginαire"ヲ
n惰nifiαnt que f art.i.ste ne se mettant 
pl山 devαn./. le motif, ne pcut le recr馥r 
ゃ'en p 明e1art~ sur la. toile l' el附m花tblμe d白 s切附伽eω削飢I!凡I!Sn，
iμpe昭er代{'ues anrériel何ment_ face � ce motif 
… ω p(げsage: sc府atioll-s /，ωiles， olfαctives. 
vﾏ5uclles. GIl.J ilÌ'世ω. trωlザorméω par le pモyclâsme.
αprès αvoir 騁� enregistr馥s pαr lα mémoire， 
puis décαntées gr稍e � l'αlchimie de la sゆconscience，
en仇 retranscrites en toute originalit�. 

Quant αn terme “ αbstrait" ， il sign所e

que l' 馗riture employ馥 est directement issue 

de l' écriture αbstrαite. 

Ainsi peut-on cerner pl山 clαirement encore 

lα morphologie de l'αrt de BARON-RENOU ARD, 

comme le sitμer， pαr rapport � l' évolu~ion 

de lα peintμre con~emporαine. 

Le “paysαge ヘ doncフ princヤαle source dヲmsp~rαtion

de BARON-RENOU ARD, Pαrticulièrement 
le paysage nippon , ressenti αvec αcuité lors 

d'un pr馗馘ent voyαge durαnt lequel il αccumulα 

肌e somme de sensαtions qui le hαntent depuis, 
et qu'il recrée αu trαvers de sαpαrsonnαlité 

d' homme occidental. mαis permettant cependant 

de retrouver la jluidit� dラune αtmosphère

l'αyαnt touché, qui domine toutes ses toilesラ

時間仰cune superpositions de sensαtions， 

mais αu conlraire αvec u九巴 intégrαtion subtile 

de celles-ci provoquαnt une impression de non-limite, 
cοrrespondαnt � sa vision d'αviαteur 

et � son sens de lα liquidité cosrnique, 
d駭ominateur commun de tous les 駘駑ents 

α:pparemment h騁駻og鈩es composαnts l'univers; 

or, cette fluidité , BARON-RENOUARD l'obtient 
en créαnt u凡e lumi鑽e trαnslucide gr稍e 

� l' emploi de co山urs ra戸nées， ble附， mαuves，

grises, jaunes， αu 'Gquelles s'α:joμtent des hαnη7附

bかrμ肌凡e白s 0側u 即Lre白s qw soμuli恕g九伺t lωEωs d抑匡ere伺πt加5 cω 

structures des oeuvres, mettant en reliザ

et leur 駲ilibre stαto-dynαmique et leur unité, 
expliquant lx rα~son poμr laquelle son oeuvre, 
transgressαnt lαmαnザes必tαωtiωon phys勾iolωogique側m巴n

s~mp〆l巴 de la joie de vivre ou de la soザトαnce

exag駻駑ent tragique, rév占le: pondération, unité, 
force、 démontrαnt qu'il est en pleine p:Jssession 

de ses moyens d'homme et de peintre, 
qu司il sαit dominer ses mouvements 

psychiques immédiαts， ne laissαnt 戸trer
nulle sensation non coザorme � sa personnαlité 



QuαMαn terme “ αbstrait"， il sigぱfie
曹司 可.

que C 馗nture employ馥 est dlrectement lssue 
de l' écriture αbstrαite. 

Ainsi peut-on cerner pl山 clairement encore 

la morphologie de l'αrt de BARON-RENOU ARD, 
comme le situer, pαr rapport � l'騅olution 

de lα peinture contemporαlne. 

Le "paysαge"， do凡Cヲ pnnc伊αle source d'inspiration 
de BARON-RENOU ARD, Pαrticμlièrement 

le pαysage nippon , ressenti avec acuit� lors 

d'un pr馗馘ent voyαge durαnt lequel il accumula 

une somme de sensαtion:ヲ qui le hαntent depuisヲ

et qu'il recrée αu trαvers de sa pαrsonnαlité 

d'homme occidental. mais permettα凡t cependαnt 

de retrouver la fluidit� d'une αtmoそphère

l'αyαnt touché, qui domine toutes ses toiles, 
sαns αμcllne superpositions de sensαtions， 

mαlS αμ contraire αvec u九e intégrαtion subtile 

de celles-ci provoquαnt une impression de non-limite, 
cοrrespondant � sα Vlswn d'αVlαtew 

et � son sens de la liquidit� cosmique, 
d駭ominateur commun de tous les 駘駑ents 

αppαremment h騁駻og鈩es composαnts l'univers; 

orヲ cette fluidité , BARON-RENOU ARD l' obtient 
en créαnt une lumi鑽e trαnslucide gr稍e 

� l' emploi de coulωrs raJin白s， bleu町制uvesフ

gnses, }αunω， αu r;quelles s'α:joutent des hαnnonles 

brunes ou noires qui soulなnent les df伊rentcs
structures des oeu"Jresラ mettαnt en reliザ

et leur 駲ilibre stαto-dynαmique et leur unité, 
expliquαπt lx rαison pour lαquelle so凡 oeuvreヲ
transgress仰t lαmα仰nザtωω5必tαω叩Eμiωon physiologiqμεme叩nt

imple de la joie de vivre ou de la souffrance 

cxag駻駑ent tragique, r騅鑞e: pondératio凡 unité，

force. dé削Wαnt qu刀 est en pleine possession 
de ses moyens d'homme et de peintre, 
qu'il sait dominer ses mouvements 

psychiques immédiats, ne laissαM 戸ltrer

叩lle sensation non conforme � sα personnalité 

d' “ homme conscient" qui cherche αuαnt tOllt: 

hαrmonie， densité , équilibreヲ mαitrise.

Artiste solide, sûr, BARON-RENOU ARD, 
un des meilleurs représentαnts 

dll “Nαturalisme Imαginaire Abstrait", 

comme lln des peintres les plllS typiqllement frαnçws 

pαr lα forme de ses qllαlités. 

Henry GALY-CARLES 



バロン - ルヌワールについて

アンリ ・ ガリ=カルル

第二次世界大戦のとき 空草将校聞で過した 7 年の歳月

が バロン・ルヌワールを 次のものに対して特別感

じやすくさせた。すなわち 彼が飛行する何千メートノレ

もの肖さから地ヒの土地の仁に流れる大気 自然の大き

さと その息吹きである。それは 飛行機lζ乗った人は

推でも拶併を受ける あの~jﾕ'1 i (次兄の J~~ ~、感d況に支配さ

れた作品を前にして 人が感じる感動である。

しかし との芸術家の作品の性格をとらえやすくするこ

れらの原因が 紋をして 制在の絵画表現に一気に到達

させた というわけではない。そこには 出発時には象

形的でありながら 次第に 絶対州製絵凶の「潜在意識

主義」と淀んで二本の力強い線の日本である「想念的な

抽家的自然主詣」と呼ばれるものの代表となるまでの進

展の長い道程がある。事実純粋附象化の後で 若干の

の芸術家たちは 主題正確にいうならば特有な暗示

原を正確に規定する「臼然主義」という同語を生んだ

あの自然 l乙 3'1 反る必要性を感じた。乙れは 過去50年の

進展が禁じて来た 限準型着組、 lζ戻る ということでは

なく 空想の力を通して 自己を1}~わし得る考え方lζ 戻

ることなのである。つまり 芸術家は モチーフの前 lζ

身を置くべきではなく そのモチーフの前に身を i円くべ

きではなく そのモチーつなり風畏なりに向かう以前lζ

知覚した感動を pfnftj の上 lζ投け、つけ るこ とに よっ てのみ

そのモチーフを再創造し得るということなのである。そ

れは触感 l民覚視覚聴覚心主論などによって変

形され 記憶によって記録され 潜在意識の練金術で傾

注され 長後に完全な独創性に変わる感動である。 I抽

象J という用語は 使用された表記法が直接抽象表

記法から出ていることを広|床する。

こうして 現代絵画の進展の中への位肖づけとしても

バロン・ルヌワーノレの芸術の形態を さらに明確に把握

することが可能となるのである。

バロン・ルヌワールのインスピレーションの主軸をなす

ものは「風景」 特lζ 前回の旅行のおりに鋭く感得し

た 日本の「風貴」である。乙の旅行の聞に 彼が得た

一連の感動は 以釆彼の心底を離れない。彼は 自己

の画布を支配する あの感動的な大気の流れに再び会い

直欧人としての性格を通して その感動を再創造して見

せたのである。それは感動のつみ重ねといったものでは

なく 果てしない空間の印象を与える感動の綿密な統ー

のもとでの再創造である。それは 飛行家としての彼の

空想 宇甫の流れに対する彼の感覚に相通じ 字市を形

成する異質的要素の共通分母となるものである。バロ

ン・ルヌワールは 何屈類かの洗練された色彩を使って

一つの不透明な光を作り この流れを自己のものとして

いる。青色笑色灰色黄色等に作品のそれぞれの

構成を強調する 黒色や茶色による調和が加えられ 作

品の固定力学的な均衡と単一性を浮きぼりにして 作品

の存在lljJ由を説明している。彼の作品は 過度に悲劇的

な閣みや 生きるよろこびなどの 生理学的に単純な表

現には背を向け 均衡単一性力強さを表白して見せ

る。彼は 人間として 両家としての才能を十分 lと持っ

ているが 即座的な精神の動きをおさえ まず第ーに調

和密度均衡抑制を探究する「意識人間」としての

性格に符合しないような感動は入り ζ ませない。

堅聞にして確実な芸術家 バロン・ノレヌワーノレは「想念

的な抽象的自然主義J の代表的な一人であり その特質

的な形によって 典型的なフランスの両家の一人であ

る。
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1'，ロン・ルヌワール， フランソワ

BARON-RENOUARD司 Francois

アトリエ:パリ 5 区アノレパレート街32番地

TEL: POR 64-56 

1918年 4 月 19 円 フソレターニュ ヴィ卜レの石版画家ボ

ール・ルヌワールの末子として休まる。フランス国立高

等工芸学校卒業。

1939年第二次大戦lζ航空士宮として北アヲリカ アル

ザス ドイツ戦線lζ参戦。

1946年終戦により帰還。

1946~47年 A ・ C.E 誌(アール キュルチュール エ

コノミー) 。

1947~48年 オクシダン誌の図案下書人として働く。

1948年より二年間 ラ・ダンス誌を創立支配人となる。

1948~50年 イタリー スペインに旅行。

1952年 カラカアスとメキシコ lζ て フランス大使によ

り計画された展覧会に出品。

1960年絵画勉強のため日本より招待を受く。

1962年 サロン・ド一トンヌ絵画装飾部の会員となる。

1963年10月 ニューヨークで行われた国際造型芸術会議

のフランス代表となる。

1964年 シャステル バルトール ピオベール等とモナ

コで聞かれた現代作家国際芸術大賞のための選抜展。

エコール シュペリウ ノレ ドリアンタシオン及アカデ

ミー ランソンの元教授。職業画家委員会の秘書。サロ

ン・ドオトンヌ委員。造型と装飾の“古い箱"の元理事

二科会の名誉会員。国際造型芸術連盟のフランス国内委

員会事務局長。

展覧会

1949年 ノ f リ ギ、ヤルリー・ノレ・パール。ハ， 1) ギャル

リー ドウーセ。

1948~51年 サロン・デザンデパンダンに出品。

1950年 ノ苛リ ギ、ヤルリー・ノレ・パーノレ。パリ ギャノレ

リ一 アール ヴィヴアン。ベルン キ‘ャノレリー マク

ソール。ジユネーヴ ギ、ャルリー・デ・ボザール。

1950~52年サロン・デ・ジュンヌ パントル。

1951年ノf リ ギ、ヤノレリー ア ル ピクチュラノレ。

1951~52年ノf リ ギ、ヤノレリ サンブラシッド。

1952年ノマ リ アールサクレo

1952~55年 サロン・ド・メエ。

1953年 ノ f リ ギャルリー・ド・ベリイ。パリ ギャノレ

リー シュイユロ。，)モージュ二十世紀画廊。メソツ

サロン・デ・ボザーノレ。パ'リ 現代作家展。

1953~55~57 ~64年マントン ビエンナーレ。

1954年 アレス サロン・デ・ボザーノレ。モロッコ フ

ランス美術展。ナンシイ ミュウゼ・デ・ボザール。

“ランコントノレ・ドクトーブノレ"。 ナント ミュウゼ・

デ・ボザール。メッツ“レ メートル・ド・レコール・

ド・ノf リ"。

1954~56年 アングレーム サロン・デ・ボザーノレ。

1955年 ノf リ市立現代美術館 "現代芸術家展"“ラテン

の地展"。 ギリシャ 現代絵画展。 オッフェンパックと

ミユニイヒにて“フランスの若い画家展"。 ヴイシイ lζ

てフランス人の石版画展。サロン・コンパレゾンに出品。

1956年 ロート ラ・ロシェルギ、ヤルリー。サロン・

ド・ロマン。メルボノレン フランス美術展。パリ ギャ

ルリー サン ルイ。バリ ギ、ヤノレリー・ル・セルク

ル。パリ ギャノレリー ムールグ。サントロベ キ。ヤノレ

，)ー デュ ポール。ブリュ y セル ギャルリー・ド・

グロート 。



1957年 ストラスプール ギャルリ ー ランウェノレラ

ン。ダ ラス ギ、ヤノレリ ー ヴアレイ ハウス。パ リ ギ

ャルリー シャノレパンティエ。マルセイ ユ ミュウゼ

カンテ ィ ニ。ビエンナーレ パリ工芸博物館。

1957~58年メキシコ。

1959年よ り サロン・デ・チュイレリー に出 l拍。ダラス

ギャルリ ー ヴアレイ ハウス。

1960年 ノマリ ギャルリ ・ ド ・ ポシユ。

1961年 ノ f リ ギ、ヤノレリ ー シャ ルパノテイエ エコ

吋レ・ド・ パリ展。ロン ドン ライセス タ ー ギ、ャ ルリ

ー。サン フランシスコ ポムロイ ギャル，)一。ア メリ

カ デトロイト パー ク キボャラリー。 アメリカ サンタ

パーパラ美術館。日本 東京都立美術館。 サロン ・ド・

パ リ 。

1962年 ヅュネ ー フ ミュウゼ ・卜、 ・ アテネ 。 ダラス

ギャ Jレリー ヴアレイ ハウス。ノf リ ミュウセ カ、リ

エラ。ニューヨーク マ ーブル アーチ ギャラリー。

1963年よりパリ サロン ・ダーノレサル IC 出 l ldl( ステンド

グラス) 。 カナダにステンドグラス山品。 マノレセイユ

ギャル 1) ー・ ノレ ・ ソルスチ ス。

ステンドグラス

1963年 ロリアン パリ “つけ る j!~展円。ステン ドグ

ラス とアルミニウム;建築。

1964年ノマリ キマャルリ ヒユ ストン ブラウン。 ム

ユニ ッヒ 。 パリ ギャルリ ー ドメック 。 メッツ ヴェレ

ー ヌ アン アイエ教会のステンドグラス製作。

受賞

1948年 ヴェニス市賞。同家賃次Nt';。
1950年 旅行奨学資金国家賃。

1957年マン ト ン ビエンナーレ立。

個人のコレクション

フランス北ア フリカ 共同米間 イ タリ ー スイス

日 本 lζて峡掛各種装飾品ガラス モザイク 石版等。

美術館買上

パリ近代美術館。 Iß\立バリ 市美術館。パリ プテ ィ パ

レ美術館。パリ リー ル・ド・フ ランス美術航。パリ

レン ヌ美術館。アメリ カ各地美術町。

準備

パリ ギ、ヤノレリー ドメックにて例展。 ナンシー 病院

の入口の記念物。 ナンシ 一大γ: プールの装飾(ス テン

ドクラス) 。
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